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ちの施設も 2週間お休みになりました。あと、保健所の検診ですね、 4ヶ月健診とか 1歳
児健診、こういったものもお休みになったんですが、このココメールでいっせい配信する
ことで、そういった情報をパァーっと伝えられるということがありました。これは行政情
報だけでなくて、内容を精査して民間情報も入れております。年齢別、地域別で情報を提
供するというかたちです。これはあくまで地域のお母さんたち、とにかく顔の見える関係
につなぎたいという思いで、出てきてもらうためのツールとして活用をしている部分です。
あとは、 2、3歳児の、プレ幼稚園みたいなものかなと思うんですけれども、グループ保
育というのもしています。今は働いていないと保育園に入れないんですね。私たちが広場
で見ていると、このご家庭にはお子さんをちょっと一時的に見てあげたほうがいいなあ、
2人目が生まれたぽっかりですとか、 3歳と赤ちやんでお母さんがとにかく大変な状況だ
という人たちですね。もう、 2、3歳になるとグループで活動ができるということもありま
すので、そういった子どもたちの集団保育の場ですo 広場で見せる子どもの表情と、この
グループ保育で見せる子どもの表情が違うということがよくあります。これはお母さんた
ちも保育に入ってもうらことも可能になっていて、それでやはり、子どもたちの集団って
いうところで見せる姿っていうのを親たちにも感じてもらいたいなあという思いもあり
ます。もちろんこれをすることで、親御さんはちょっとした用事がたせるとか、下の子と
十分遊べる時聞が持てるということも狙っています。それから幼稚園・保育園ガイドにつ
いても、これも 50人ぐらいの親子ボランティアのお母さんたちで編集しています。 100
園以上の幼稚園、保育園の情報を掲載します。これは、いわば地域の幼稚園、保育園の信
頼関係を作っていくということでもあります。最初は、なんか情報を出すのをすごく渋っ
ていたというか、なんでそいうのが必要なのかつておっしゃっていた園からも、お母さん
たちの視点を高めるということであればいいんじゃないかということでご協力いただき
ながら、紙面づくりをするようなかたちになっています。やはりその園を選ぶ視点という
親の視点づくりというところを重要視した冊子構成になっているので、園の情報だけでは
なくてそういったものを入れ込む。それから広告も 150万ぐらい、地域の企業さんからい
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ただいているんですが、それも皆さんは、制服の子育て支援を応援するというメ yセー
ジを、いただきながら掲稔をしていただいてい容す.そういった意味で大きな企業はない
んですが、地元の小さな町の本当に条理事院だとか、それから小児科だとか、そういqたと
ころをお母さんたちがロロミで、足を還んで営業して広告もkるというようなかたらに
なってい京す.もうみんな、ほしいのは東京や犠鎮の大きな情報じゃないんですね.足元
の情報が隠しいん?れそういうた意味で、との幼稚園、保育園情報をつ〈りながら抱擁
の企業との速"というこ~も視野に入れています.先ほJ!、事陣帯メールと曾いましたが、
港北区の祉協さんと、こういqたl)~プサイトの運営もさせていただいています.あと、
との下院実』立地元のお寺さんで、繍S時からの坐禅に行ったときにおかゆをいただいてい
る~ころなんですげども、こういった本当に、倹浜も古くからの寺院とかもあって、まち
自惨さ会すごく熱心にしている年配の方々とかいるんですね.鎗倉街道を歩きながら、道徳
神とかを見ながら、子どもも貌もまちを発見する.そういう、やっぱり新参者の私たちで
すので、そこのまちが子Eもに~つての故郷なんだっていうこ kを考えながら、こういう
組織の人たち、鎗織のいろいろな古〈から活動しているところち含めて連軍事ができたらい
いなという思いでおります.
ボランティアの育成
次にボラシティア育成事3控除、社会編祉協調庫会L それから区役所と私Eもが事君臨局に
なって、学隼さんの募集と研修をして、逆1:.幼稚園や保育園、それから公園遊び、こういっ
たととろに出向いて行ってもら弓てい1ます.智さん、学生のボランティアさんに来てほし
いんですね.ですげれども、直後研修も営ずに、自分たちが募集をするということにはと
てもハードルがあるの守、募集や務修は行政と私たちが一体的にやりまして、そして出向
いて行くととろまで私たちが行います.そして1回目はローディネートして、それからは
レギュラー、公園通産ぴの方々と一緒にやっていただ<~いうかたちで、区内で展開してい
る事象です.これは皆さん自主的1:.来ます.みんないっせいに行けということではなくて、
自分たちがやりますと手を上げて来て下さる、中学生から大学生で樽成されています.そ
れ，~子育てサポートシ~テムという頭かりの仕組みも、この 7月から受託を始めておりま
す.これは社会繕祉也2際会がやっていたんですが、規子が集まるところでやったほうが効
』量的であるうというととで、それで、息どもの隠うでさせていただくととになっておりま
す.今rこの市町村も、支え手側が少ないんですね.理弘たちは、お子さんが小学生ぐらい
になったら、ぜひ今度は担い手になってほしいというととで、若い人たもの支え手金網や
していきたいという思いもあって、私
たちがこれを受託して、預かり手をど
んどん若い人たちにもやってもらいた
いという思いで、活動しています.
学生さんの歯周事業というのもやっ
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ていて、本当は学生さんたちのベピーシッターなんでいうのは諸外国では当たり前ですよ
ね。今、母親になった人に聞くと、三人に一人は子どものおむつを替えたことがない、ミ
ルクをあげたことがないというのが現状です。それだけ子どもを育てるという日常的なこ
とを体験せずに親になっています。隣の子育ても見ないまま親になっています。どこかで
それを断ち切らなくちゃいけないと思うんですね。ですから、広場のなかでたくさん学生
さんを受け入れて、小さい子どもたちと遊んでもらう。それもイベントではなくて、普通
の日常のなかで関わってもらうということを大事にしています。そこで経験を積んだ学生
さんたちに、家庭にまで行ってもらいます。家庭に行くと、もっとより深く家庭の状況が
見えるんですね。今の学生さんって、自分が育った家庭のイメージしか持てないと思いま
す。いろんなご家庭を見ることで、バナナのあげ方も違うねとか、いろいろその子育ての
家族の考え方っていうのにも触れて、学生さんたちはお母さんたちはすごいねって思って
帰ってきます。いや、お母さんたちはすごいっていうだけじゃなくて、あなたのお母さん
もすごかったのよっていうふうに伝えたいなって思うんですが。やはりその育てられたっ
ていうことについて、もう一度振り戻ってもらう、そういう経験にもなるかなと思います
し、親たちにとっては第三者が入る、いいきっかけなんですね。やはりどうしても、親た
ちはいい子育てをしなくちゃいけないというプレッシャーがあります。実は、学生さんた
ちを家に上げるのは結構ハードルが低いんですね。最初、掃除機かけてきれいにつてお迎
えしてたご家庭も、結構とても心を許しやすいっていうんでしょうか、どんどん子どもた
ちは学生さんと仲良くなって、そしてクリスマスだとか、誕生日にも来てっていう関係に
発展していく。だから私は、もうこの年配の人にもかかわってもらいたいし、学生さんた
ちにはどんどん子育ての現場に出てきてほしいという思いで、こういった活動を学校のご
協力をいただきながらしています。
温かいつながりのできる環境づくり
びーのぴーのとして大切にしてきたことというのは、温かいつながりのできる環境づく
り、子育ての第一歩を温かく応援していこうということと、それから本当に地域にどっぷ
りつかって、地域に根差してやっていこうということです。それから親の視点というのを
大事にする。子どもが育つ環境ということを大事にしていく。そして循環型支援です。も
う本当に、まちというのは循環なわけですから、支えられたものが支え手になるっていう
循環を、子育て広場から発信していきたいと思っていますo それから、そういった活動が
どんどん地域に、全国にも広がっていくなかで、その横の繋がりを、手を取りあってネッ
トワークで進めていこうというようなことです。というのは、若い世代はとにかく転勤す
るので、転勤した先でも幸せであってほしいっていう思いがあります。ですから、行き先
どこって聞いて、どこそこって言ったら、そこの支援拠点、私たちのネットワークの場所
をご紹介します。そうやって全国にそういった種が、どんどん広がっていって、子育てが
しやすいまちが広がってくればいいなと思っています。ここでは高校生が子どもたちと泥
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んと遊びをやっています。これは県立高校の学生さんたちですけども。今 35時間でボラ
ンティア単位が取れるんですね。今年も 10人かな、学生さんが単位を取得していきまし
た。保育系の学校に進む高校生たちです。今、家庭科の授業から何から、文化祭でも私た
ち妊婦体験キットを持っていって、男の子の学生さんにも妊婦体験とかしてもらったりし
て、高校との連携っていうのも進めています。あとシニアの皆さんにも来ていただいてい
て、定期的に来てくださるので、とても助けられています。こういった木のおもちゃなど
も制作して入れてくださったりしています。あとは今日はちょっと時間がないのですが、
こういった広場の中間支援で研修だとかネットワークづくりをする中間支援組織を今後
立ちあげて、こちらのほうの代表も、させていただいております。
本当に生きるということ、そして死んでいくということ、生まれるということ、その循
環のなかで、どこかで何かを伝えていかなくちゃいけないんですが、そのなかで私たちの
役割は、赤ちゃんが生まれたっていう、その家族から地域をつなぐ、行政につなぐ、そう
いう取り組みなんだと思います。そこにいろんな世代の人を巻き込み、地域を巻き込み、
行政を巻き込んでやっていくことだと思います。それはいろんな人たちのまちづくりで
あったり、高齢者支援であったり、いろんなことをされていると思うんですが、もう結局
根っこのところはきっと一緒なんだろうなあと思います。だから子どもが生まれるという、
そのきっかけをうまく活用して、それを育んでいきたいっていうのが私たちの活動かなと
思います。私自身も子どもが生まれて生活が180度変わりました。もう時間の流れも変わっ
た。社会の弱さも目に付いた。だけど逆に人の温かさも知ったし、本当に親に感謝しまし
た。その子どもが生まれたことで私に力が生まれて、このような活動をすることができた。
世界をぐんと広げられたという意味で、子どものカっていうのはすごいなっていうふうに
思っています。先ほど、ちょっと話がありましたけども、今、国の制度が大きく変わろう
としています。そのなかで、実は「にっぽん子育て応援団」という活動を立ちあげて、もっ
といろんな人たちで子育てを応援しようという活動を、去年5月に発足して活動していま
す。よかったら、ホームページなども見てみてください。今、国の制度をかかわることが、
どういうふうにそれが反映されるのかというのを、ウォッチしなくてはいけないと思って
活動しているところです。これが政府の提唱している「子ども・子育て新システム」とい
うところです。まだこれもご存知ない方もいらっしゃると思うので、ぜひ見てください。
私たちのこの子ども環境は、今、大きく動こうとしています。それにやはり自分たちが
活動してきた思いっていうのを、どれだけ入れられるかっていうことがとても重要になっ
てくる。子育てをサービスにしてはいけない。地域の支え合い、ソーシャル・キャピタル
をどう作っていくか。私たちが今までやってきた、このO歳から 3歳の育み合いっていう
ところを、この仕組みにどう入れるかっていうところが、私に問われている、今一つの大
きな命題です。新システムの策定にあたっては、一応、基本制度ワーキングの委員もして
おりまして、今、幼稚園と保育所の一体化のことが、非常に注目されているんですけれど
も、それだけではない、もっと大きな流れを変えていかなくてはいけない。チャンスでも
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ありピンチでもあるんですね。そういった意味で、ここにぜひいろんな思いを届けなくて
はいけないと感じているところです。新しい家庭をどう受けとめるか、将来を見通してど
ういう公的に関わるか、乳幼児期の子育て支援ということが、子どもの危機を救うと私は
思っています。子育て家庭のリスクに対して予防的に関わる、そういった支援だと思って
います。子育てには、時間も手間もかかる。だからこそ大事なものだというふうに思って
いて、これは子どもだけの問題じゃなくて、社会すべてに大きく関わる問題だと後から気
がつきました。本当に私なんか後からなんですけども。子どもはおとなに多くのことを気
づかせてくれる存在であり、子どもは親や社会に幸せをもたらしてくれる存在である。少
子化社会であることに、もっと敏感でなくてはいけないんじゃないか。子どもが大切にさ
れない社会に未来はないのではないか。子どもにとってのふるさとづくりということにつ
いて、私たちおとなの責任っていうのが問われている、そういう社会だと思っております。
ありがとうございました。
矢野智司教授
どうもありがとうございました。戦後、一番たくさん子どもが生まれたときは270万人
でした。今 110万人ですので、本当に圧倒的な少子化社会になってしまいました。お話う
かがっていて、受動的なサーピスを受ける人から転じて、自分が積極的に、たまたまそこ
に住んだ場所を、改めてふるさとにつくり替える、そういった住人になるための、ヘルプ
を子どもとのかかわりを通してやってくれます。そういう場所を提供されたんではないか
なというふうに思います。お三人の話、それぞれつながることが大変多いと思いますので、
後半に続きます。
《討議》
秋田光彦さん
日課というのは宗教の言葉です。日々それを自分に課するということによって、それを
繰り返し自分の身体ににじみ込ませていく。いわゆる教えたり伝えたり、そして、その子
の自発性にゆだねるといいながら、放任状態に置くというかたちではなく、その子の自発
性がいかに引き出されるかという環境をつくっていくための日課活動。これがうちの保育
活動の看板です。体育ローテーションといって、いわゆるサーキットトレーニングのよう
なこともありまして、これもご覧になりましたら、子どもたちの持っている、内にある躍
動感というものを感じ取っていただくかと思います。また別の言い方をすると、非常に知
的な早期教育というふうな誤解もあるかもしれません。武道の世界に、守破離っていう言
葉ありましたね。あの守破離っていうのは私なりの解釈をすると、自律の前に他律がある
と思っているんです。要するに私たちの自律思考っていうのは、まず自律思考はインディ
ベンデントの自律思考ですが、その前に初めから、人聞は自ら律されているのかというと、
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そうではないと。むしろ一つの型とか、一つの規範、一つのルールの中に、私たちは他か
ら律されていく。その律されているなかで、自らの自律というものに目覚める。そして本
当の自律、私は守破離というのをそのように解釈しているのですロそういう原点、自律や
自律に向けての原点の他律主義みたいなものを私たちの中心にしている。ただ、その他律
の根幹は誰かというと、それは仏です。仏教教育というのはそこが芯なんで。それは何か
の理念、理論というものの先立つ前に、仏の誓願、仏の願いがそのように私たちを導いて
くださっているというふうに考えています。個人と集団というものの、響きあいというの
がうちの保育の魅力なんですが、詳しくは、斎藤孝さんが『子どもの集中力を育てる』と
いう本を書いておられます。文義春秋文庫から出ておりますが、この本の半分ぐらいはう
ちの幼稚園のことを書いています。斎藤先生が、結構注目してくれたので、評判なりまし
たので、よかったら参考にしてください。
もう一つは、ちょっと私はなかなか答えづらい部分があるんですが、「都会の真ん中で
されているので、自然から切り離された都市空間での子育ての難しさはどのように乗り越
えていけばいいのでしょうか」と。なかなか答えにくくて、自然というのは一体なんなの
かっていうことなんですが、子どもたちの教育でいえば、確かに自然、野外活動っていう
のはたくさんあります。山のほうに出かけていって、夏や冬ですね、いわゆる林間学校も
あるんですが。私なりにちょっと答えさせていただくと、自然というものは実は、私たち
のなかにあるんじゃないかという、内にある自然といいますか。私たちの本来心のなかに
ある、私たちは仏性といいますが。私たち自身が、自分たちの菩薩としての可能性を抱え
ている。そのことに気づくことが、最も自然に近いことではないかなというふうに思いま
す。その仏性というものに目覚めることなく、私たちはシステムの子どもとして育てられ
てしまうという危険性を十分にはらんでいると思うんですが、その菩薩としての自らの育
ちをどのように育んでいくのかということが、いわゆる空間論としての教育以上に私は関
心を持っています。都会の真ん中の幼稚園で、なかなか里山教育っていうのは難しいんで
すけども、そういう意味での回答を期待されているなら、ごめんなさい、ちょっと上手に
答えられません。
梅田美代子さん
先程、自分のなかに自然があるというお話が出ていましたが、こども芸術大学の理念の
なかにも自然という言葉が出てきますロ母なる大地ですロ環境としての「母なる大地」に
とどまらず、一人一人の心のなかに、慈しみの気持ちゃ優しい気持ちを芽生えさせ、他者
を感じ、想像し理解することが大切なのだと言っています。そして自分で考えて行動でき
る、そう言うことができる子どもたちを育てることが未来に対する希望であり、私たちの
希望だと思います。保育の方法は違いますが保育の基本は秋田先生のお話の中にも同じよ
うなお話があって「あっ、なるほど、一緒、一緒」と伺っていました。
私のところにひとつアンケート来ています。「社会でのコミュニティが希薄化し、家族
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だけで解決できないようになってきたという話がありましたが、どのようなところに原因
があると恩われますか」と。私がお答えすることかどうか分かりませんが。今、私たちの
こども芸術大学を見ていますと、大半が核家族が多いです。おじいちゃん、おばあちゃん
たちと関わることが少なくなってきているように思います。私が子どもの頃は、地域に育
てられていたという感覚があって、私がどこかから帰ってきても、近所のお年寄りやご近
所さんに声をかけられて、何々ちゃん、今日はしんどいのとか、どこ行くのとか、他所の
子どものこともよく見てくださっていたように思います。そういう意味でも今は町のなか
でおとなたちが子どものことをちゃんと見られない環境や社会状況のように思います。今
日も「子育ての危機に迫る」というテーマですが、私はいつも子どもの問題はおとなの問
題だと思っています。おとながどのように子どもを育んでいくのか、子どもとどのように
接していくのかということを、真剣に考えないと、なかなか社会は変わらないし、親子関
係や人間関係も変わらないように思います。私は制作系の人間なので作品づくりが殆どで
すが、作品づくりは自己の心のなかにあるものや自己の気づきをカタチにして社会に発信
していくことで確立していくと思っています。私は創造することの意味を子どもたちから
教えてもらっています。こども芸術大学のように子どもを育む場面に親やおとなが入ると
いうことは、決して特別なことをしているとは思っていません。普通に生活する中でもこ
れからの社会を築き、未来を担う子どもとして子どもをおとながしっかり見て、寄り添う
ことができれば、多くの気づきを得ることができるように思います。その気づきを得たお
となとそのおとなたちに育てられた子どもが増えることこそが社会で起こっている様々
な問題解決につながるのではないかと思っていますo
奥山千鶴子さん
先ほどちょっと自然の話があったので、うちの広場は商庖街のほうは、レンガ敷きの商
庖街なので、あまり緑があるって感じではないんですが、それでも三輪車とかを乗りまわ
して、たくましく子どもたちは動き回っているんです。やっぱり、どこでも子どもって遊
びを発見するなあっていうのは、とても感じます。でもその自然っていうか、緑っていう
ところをなんとか取り入れたいなあという思う意味では、食を通じてということですね。
保育園とか幼稚園に入れば、一緒にご飯が食べられるんですが、乳幼児期ってお家でマン
ツーマンで、なんか会話もなく食べるみたいな感じになっちゃうので、広場でみんなでお
弁当を食べる。そのときに小さな畑なんですが、冬だと大根とか植えてますので、大根の
葉っぱのみそ汁だけでも出すとか。夏にはきゅうりの漬物を出すとか、そんなようなこと
で、少しでも何かできるといいかなあというのがありました。
私の方に与えられた質問はですね、「親の成長にとって地域とのかかわりというのは、
どのような形でありますか」ということなんですが。実は商庖街の広場の小さな自主事業
から、「どろっぷ」という委託事業に変わったときに、委託っていうのは公的な資金がか
なり入るし、利用料も無料です。それでそのときにやっぱり自分たちが来てほしいような
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親御さんっていうのかな、行政の委託でやったときにはね、無料なので多様な人が来て、
私たちは地域に目を向けられてなかったなあと思いましたね。外国人の方ですとか、やっ
ぱりかなり経済的に厳しいかもしれないなあという方から、お父さんも来ますし、いろん
な方が来てくださって、これまでの私たちの会員制のひろばだけでは、視野が狭かった
なって思いました、本当に。だからこそ行政と一緒になってやる地域の子育ての家庭って
いうのは、多様な子育て家庭がいて、それに対応できるスタップでなくてはいけないと、
改めてもう一回見直すということがあったんです。どろっぷを建ててもらったときに、地
域の人のご支援でというのがあったんですけれども、それでも港北区 30万人いるんです
よね。 30万人いる港北区に、その公的な場所がーか所しかないわけです。それであまり地
元の町内会とべたべたお付き合いするのもどうかっていうことで、地域の連合町内会とか
とそんなに密にしてなかったんですが、実はこの春に 2期目の受託 (5年に一度)という
のがありまして、町内会の方が審査員に入ったんですね。そしたら、あなたたちは地域と
の関係ができてないんじゃないかということを、すごく言われたんです。いや、行政から
は区内に 1か所の、 13ヶ所連合町内会あるわけです。だから特定の自治会とあまりお付き
合いするのもどうなのかという話もあって、そうしてなかったんですが。審査会のときに
厳しく言われまして、最初の5年は中身を詰めるということでやってきたけれども、これ
からの5年はもっともっと地域と連携しようということで、スタッフも方面別担当ってい
うのを決めました。そしてその地域の主任児童員さんや子育てサロンなどに出向いて行き
ました。また、主任児童員さんの研修を全員受けていただくということで、どろっぷに来
ていただいて、どろっぷの活動をみていただきました。ですから、これだけ 10年やって
きても地域ってことについては、まだまだやらなくちゃいけないことがたくさんあるし、
地域の子育て家庭は多様であるっていうことを、毎日毎日突き付けられているっていうの
が現状なんです。親たちは広場のなかで、もう大丈夫だと思うとどんどん巣立っていきま
す。阜く出て行ってくれっていう、そういう場所なんですね。そういった支援ができて、
実は卒業してほしい、そういう場所です。ということは、受け皿となる地域のほうで、そ
れを受けとめてほしいというところもあるので、私たちはボランティアさんや学生さんを
どんどん入れて、そしてまたまちで会ったときにこんにちはって言える関係にできるよう
に、とにかく逆に地域につないでいくっていうようなことを、これからの5年というのを
目標にして、この春から活動を始めたところです。
秋田光彦さん
ちょっと僕の話が、どれだけ皆さんに届いたかわからないですが、宗教の世界で言うと、
俗と聖という 2元的な世界なんですね。聖というのは、もう向こうに行っちゃったってい
うか、たとえば彼岸の世界なんですが、あっちに行っちゃうっていうかたちなんです。実
はその近世までの日本人の考えっていうのは、聖と俗っていうものが実は矛盾なく混在し
ていたんじゃないか、行き交っている関係だったんじゃないかと思うんですロたとえば、
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これは日本じゃないですが、古代のインド人の考え方に、四住期という考え方があります。
仏教以前の古代のインド人のライフサイクルなんですが、四つの時期というのは、一番最
初は家住期といって家に住むo 二つ目は学生期といって、師匠について学ぶo 三つ目が林
に住むと書いて、林住期といいます。そして四つ目が行に遊ぶと書いて、遊行期といいま
す。最初の家住期はまさに、家に住むわけですよね。三つ目の学生期というのもよくわか
りますよね。この三つ目の林に住む、林住期っていうもの、大変な注目されるわけです。
最近、五木寛之さんなんかも『林住期』っていう本を書いていますが、簡単に言うと家と
か学校とかそういう世俗をいっぺん捨てなさいという話なんですね。そういう世俗をいっ
たん捨てて、そうじゃない視点を獲得することによって、林というのはそれのシンボルか
もしれませんが、新しい価値観を獲得していくロそういう古代インド人のある種のライフ
サイクルを見たときにふっと僕思うんですが、子育ての時期ってどの時期なのかなと思う
んです。一見私たちは、家に住んでいるんだから家住期だろう、あるいは幼稚園に行って
いるんだから学生期だろうと思うのですが、ひょっとしたらもうちょっとトータルで言う
と、子育てのある一定の期間っていうのは、林に住んでいる林住期っていうのを獲得して
いるんじゃないかというふうに思うわけです。つまり、いわゆるそれまでの世俗のシステ
ムとか、たとえばお母さんと付き合っていて、本当にみんなキャリアパリパリです、そう
いう自分をいっぺん捨てるわけですよね。捨てることはとってもそれはマイナスで、失点
なんかじゃなくって、いったんそういう世俗なるものと、いったん手を切る。脱俗してい
る。そのなかで自分の独特の視点を獲得することによって、もう一度家族とかその学びと
かっていうものをとらえ直していくという、そういう視点ですね。ただ、順番に階段上がっ
ていって、成長して、屋上に上がるというよりも、そういう四つの時期を、行ったり来た
りしながら往還しているような仕組みとか流れのようなものが、もっと自由にあってもい
いんじゃないかなと思います。タイのお坊さんの中にはいったん世俗で仕事をしながら、
有給休暇もらう人がいますが、一定期間頭をそって、僧院に入るんです。 3ヶ月ぐらい修
行をするんですが、また還俗といって元に戻ります。そういうやりとりを一生のうちに何
回か保証されているんです。育休とか産休とかっていう仕組みも、ひょっとしたら、今は
どうしても社会保障とか、労働施策としてとらえてしまいますが、実は何かからいっぺん
降りて、降りることによって一つの価値観や力強さを得る。それをもういっぺん戻ったと
きに、元の鞘に戻るっていう意味じゃなくて、戻った私は前の私とは違うというような、
新しく再生、生き直しのようなステップを、もう少し描けたらええのになあっていうふう
に思っています。
奥山千鶴子さん
まさしくそれだなって思いました。だからパパたちもじっくり休んでほしいなあって思
うんですよね。どうしても母はそういう意味では、とにかく 24時間待ったなしの子育て
で、もうそうせざるを得ないっていうところがあるんですけれども。なかなか夫婦で話し
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していても、夫の方はですね、そこから抜妙出すこkができないというkころがあるので.
そういう怠味で、いったん、そこを子1!も・子育てを中心に、るうー回見直すというのが
大事だなと思います.その見直すkいったときに、どうやって見直すかというと、やはり
自分が子ども時代のことを振り返ると思うんですよね.自分がどう育てられたかというこ
とに、立ち戻るなあと厄い注す.うちの商事自はSたして裕福な家庭ではなかったですが、掃
除をするとか、きちんと毎日暮らナというととを大夢にしてきた両組?れそのととを今、
とても感制しているんです'...らしていくというこkです.それを今、自分が子rもに見
せてあげられているんだろうかということを、とて色自分でも感じる.親世代ができない
んだったら、ぜひそれをちゃんとまだ身につけているシニアの方占除、もうパリパ!1~刻
やるにしても何にしても身についているので、そういう支畿をしてほしいなあと厄ったり
しています.子どもの記偉というか、自分自身も一番古い記憶はなんだろうと思うと、や
はり子ども時代のいろんなととを思い~んです。それが原点で、子どもを育てるときに
は、思い出して脊て直し、脊ち直しをするなあL 今日教回先生のお穏を聞いてまさにそ
う思いました.
a島原知子敏援〈京.大学太学院.育学窃究科)
本当はいつまで色、お簡をおうかがいしたいところですけども、時間がきましたので、
長後に私のほうから、少しまとめをおこないたいと厄います.今日除、秋田さん、梅田さ
ん、奥山さん、本当にありがとうございました.貴重なご報告をうかがえて、会場の皆さ
ま方がどう恩われたかわかりませんが、忽はですね、なんかすごく元気になりました.な
ん~な〈生き生き左した感じというか、元気をもらったような慮じがして‘たぶん、こう
いうことが、この感じが、『子育ての危楓」という色のに対して、非常広大事なんだろう
なあうていうふうに思ったんです.だけど「とういう感じが』ではだめですので、もう少
し私が.じ玄したこ~t-雪量障にしてみたい~JIいます.
ま守子育てというときの子ど也に
ついてです.子が入ってい主すが、子
rもっていうのは一体なんなんだろ
うなゐっていうことを思います.さっ
き長後に奥山さんが言われたように、
おとなのなか1:.必ず子どもがゐると
私も思いまナ.子どもじゃなか号た人
は1!こにもいないので.私たちのなか
にある子ども、あるいは、もう一度園
係をつくり、そして関係を切ったりす
る、一つのつながりの原点になるようなものが、子rもかもしれないというふうにも思い
ます。そういうものと、どう関係を付けてい〈のかということが、たぶん子育てっていう
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ことだろうし。これは秋田さんの言われた言葉で思いましたけれども、子育てというと、
普通の人はお母さんが子どもをとか、お父さんが子どもをっていうぐらいにしか感じない
わけですが、そういう一方向ではないということですよね。子育てというもののなかに、
つまりこれは関係の問題といいますか、そのなかに誰がとか、どっちからとかじゃなくっ
て、必ず両者に影響を及ぼし合うようなものが、子育ての問題であろうかと思いました。
今回のテーマは「迫る」と書いていて、解決と書いてないところがなかなかミソだと思
うんですけども、普通は、例えば虐待問題だと、原因は何かとか、どうしてなくすかとい
うことに議論がいきますが、なかなか虐待というのはなくならないと思います。虐待とい
うとお母さんが悪いって思われる方が多いですが、私たちが心理臨床でお会いしておりま
すお母さん方のお話を聞いておりますと、ご自分自身が虐待を受けてこられた方が多いわ
けです。そうすると悪い人は、お母さんじゃなくって、おばあちゃんですよね。そのおば
あちゃんはまた、虐待を受けておられたわけですから、その前の、悪いのはひいおばあちゃ
んですね。ずっといったら、イザナミぐらいになるんじゃないかなあ。ほんまに悪い人を
変えようと思ったら、イザナミを連れてこなあかんってなったら、難しいわけです。ある
いは、子どもがお母さんを捨てればいいっていうふうなことを言う人がいますが、自分の
体のなかに、血液のなかに流れているものを捨てることなんかできないと私は思います。
そう簡単に、何かをやるとか、原因を調べるとか、切るとかいうことではうまくいかない。
かえって「つながり」っていうことを、もっと直視していくことしか、ここに迫るものは
ないんじゃないかなというふうに思いました。
そのなかで、一つ今日ヒントをいただいたと思われたことは、「境界を超える」という
ことです。先ほど言われました、聖と俗のもっと混在していたような時代から、今に至っ
て違うこと、そして固定した枠で考えているということからもう少し自由になる発想があ
りうるということも、一つのヒントかと思いました。子どもさんが行くのが大学なんです
ものね。そういうところとか、あるいは、あの写真見ていましたら、お母さんのほうが生
き生きしているような気がするんです。だから役割というんですか、母は母であらねばな
らないとか、子は子でならねばならないという役割、あるいは自分の子と他人の子、そう
いう非常にクリアーな境界というものを超えること。あるいはもう少し言えば、たぶん自
分を超えたものとのつながりということ。そういうことを知らせてくれるのが、子どもな
んじゃないのかなというふうに思いました。あるいは、今ある境界を崩していくというふ
うに言えるかもしれないと思います。
それから「危機」なんですけれども、危機というのはチャンスであろうと思います。私
自身の領域でも、阪神大震災のあと、非常に大きな変化がございました。あの後いろんな
ことがあり、相談室が固定したもので、特別な人だけのためであった心理臨床が、とても
広い領域に広がりました。いろんな意味で、この固定した役割や境界を崩すというような
ことが、この危機の際に起こったような気がしています。それから実際、現状を見ますと、
すでに崩壊した家庭が、かなり増えてきたと思います。学校でも、片親家庭とか、養育能
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カのない家庭がどっと増えています。私は家庭裁判所の少年事件なんかにもかかわってお
りまして、いろんなケースを聞きますと、ほとんど「家庭」に力がございません。お母さ
んにこうしてほしいと望んでも、全く希望がない。そういうときに調査官たちは、どうい
う考え方をするかと言いますと、「資源」という言い方をしまして、どこからでもいい、
何かその資源になるものを探していくんですね。必ず世の中にはそういうものがあって、
理想を目指してこれがあかん、あれがあかん、何が問題やっていうのではなくて、資源の
なかから、どっからでもいい、何か得られないか。それはどこでもいい、誰でもいいとい
う考え方をしています。今日、お聞きしていて、ちょっとそれに近いような感覚を得まし
た。そのなかで絶対大事なのは、本人の力なんですね。少年事件の問題を起こした子。何
が悪いとかじゃなくって、その子のなかに何が潜んでいるかっていうことを探すんですね。
本当に子どもっていうのは素晴らしいカを持ってると思いますし、遊びってうまく自分で
見つけますよね。そういうカというのは、私はおとなになったらどんどんあせていくよう
な気がしていますが、もう一度私たちも触れたいものだというふうに思います。それから
もう一つは、プロセスを大事にすること。遊びが大事で、いろいろ現実になると難しいの
は、日本人の場合だと上手な絵を描くとかということばかりになると思うんですが、そう
じゃない、答えがない、そういう作品ではないもの、そういった発想に、もう少し私たち
も慣れることができたらなあとも思います。あるいは、私たちの領域ですと、原因→解決
ということばかりになりますが、そういうことじゃない発想という部分に対して、もう少
し私たちが慣れていきたいというふうに思っています。
ただ最後、一方で、実はあまり表面に出ていなかったような気もしますが、秋田さんが
言われたように、単に自由にするとか、なんでも支えてあげるとか、そんなものじゃない
というところがミソだと思うんです。今、問題になると思うのが、一方の議論のなかで、
こっちは任せっきりでいいのか、みんな助けてくれるんやと。じゃあもう親はどうでもい
いのか、親の責任はどうなるのか、コミットメントとか、そういうことがどうなるのかと
いう議論が、やはり抜けないと思うんですね。それはこれから考えていかねばならないん
ですけれども。好き放題にさせたり、何でも周りがヘルプして助けてあげればそれでいい
というのでは全然ないと思うんです。気づきの時聞が設けてあったり、あるいは三日と言
われましたが、そういうものがあったり、あるいは経済的に難しいとだとか、そういうリ
ミットは、逆に言えば支えてくれるところがあるんじゃないかと思います。そういった、
かなり難しい関わりというものを考えるときに、いろんな側面を考えないといけないと思
います。そういうことも考えつつ、それを今後の課題としたいと思います。今日はカをい
ただけで、私としては本当にありがたいと，思っておりますし、今後につなげていきたいと
思います。最後にもう一度拍手をお願いしたいと思います。ありがとうございました。
(文責・吉田正純)
